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イネ縞葉枯病を媒介するヒメトビウンカを防除するため 

箱施用剤を用いた防除対策を実施しましょう！ 

令和６(2024)年 11 月に、イネ縞葉枯病（写真１）

の媒介虫であるヒメトビウンカ（写真２）の越冬世

代幼虫の保毒虫率と生息密度の調査を実施しまし

た。調査結果を参考に適切な防除対策を実施し、縞

葉枯病の発生を防ぎましょう。 

 

●ヒメトビウンカのイネ縞葉枯ウイルス保毒虫

率は、県平均 5.0％と昨年（4.4%）と同様でし

たが、防除が必要とされる保毒虫率 10％を超え

ていた地点がみられました。保毒虫率の推移を

地域別に比較すると、直近 3 年間では、県北部

および県中部は増加傾向にある一方で、県南部

はほぼ横ばいでした（表１）。 

●ヒメトビウンカの越冬世代幼虫の生息密度は、 

県平均 3.9 頭/10 ㎡と平年より低い結果でした

（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□防除対策 

 水稲の育苗時に箱施用剤（表２）を使用し、ヒメトビウンカを防除する。特に、前年に縞葉枯

病が多発したほ場に作付けする場合には防除を徹底する。 

表１ ヒメトビウンカ越冬世代幼虫の 
  イネ縞葉枯ウイルス保毒虫率  （％） 

図１ ヒメトビウンカ越冬世代幼虫のイネ縞葉枯 
ウイルス保毒虫率及び生息密度の推移 

 

 
 

写真１ イネ縞葉枯病（ゆうれい症状） 
 

写真２ ヒメトビウンカの幼虫 
 
 
 



表２ ウンカ類に登録のある主な箱施用剤（令和７(2025)年２月 28 日現在） 

 

 

 

詳細は、農業総合研究センター（℡ ０２８－６６５－１２４４）まで 

お問合せ下さい。病害虫情報発表のお知らせは「農政部Ｘ（旧ツイッター） 

(@tochigi_nousei)」、栃木県農業総合研究センターホームページ 

（https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/）でもご覧になれます。 

 

https://twitter.com/tochigi_nousei
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/

